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職場内で回覧しましょう

◦「健康保険・厚生年金保険被保険者賞与支払届」の提出をお願いします
◦国民年金の学生納付特例制度および若年者納付猶予制度について
◦協会けんぽからのお知らせ　・平成24年度保険料率の見込みについて　・埋葬料・埋葬費のご案内
◦インターネットサービス「ねんきんネット」で将来の年金額が試算できるようになりました！
◦年金委員表彰が行われました　◦わからないことや疑問な点があれば「ねんきんダイヤル」へ！
◦第56回大阪府社会保険協会卓球大会を開催します　◦社会保険事務説明会
◦年金事務講習会　◦シニアライフセミナー　◦健康ウォーク開催について
◦写真コンクール作品募集締切迫る　◦硬式テニス大会・ボウリング大会が開催されました

なんと今年は、波風の高い年であったことよ。しかし、痛みに晒された心は、多くの人たちの生きざ
まを見るにつけ、日本が好きになり、日本人であることを誇りに思い、「人間」が大好きになった。「傷

んだ心」でふるさとに想いを馳せ、秘めたる感情がオーバーラップし、安堵な記憶のなかで遊ぶ。安らかな心は、
自分の気持ちの振り分け方で得られることを知る。さり気ない自然が多くの感情を誘ってくれ、自分の心の内に
ある幸せに気づいて、ハッとする。（池田・久安寺にて）

フォト　エッセー　藤本　俊一（APA.JPS）

ゆく年
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　健康保険および厚生年金保険では、被保険者が労働
の対償として受ける賃金・給与・俸給・手当等につい
ては、標準報酬の基礎としていますが、年末手当・ボー
ナス・賞与など事業所によって名称は異なっていても、
年間を通じて３回以下の回数で支給される賞与は標準
報酬の基礎から除き、標準賞与額として保険料を賦課
することになっています。
　なお、年４回以上支給される賞与は、標準報酬を決
定する基礎となる報酬の対象となります。

　被保険者に賞与を支払ったときは、５日以内に「健
康保険・厚生年金保険被保険者賞与支払届」を年金事
務所に提出することになっています。現行の算定基礎
届と同様に、あらかじめ被保険者の氏名などを印字し
た届書用紙と賞与支払届総括表が、登録されている賞
与支払予定月の前月に送られてきますので、支払年月
日や賞与額などを記入し提出します。
　なお、育児休業に係る保険料の免除を受けている被
保険者は、免除期間中に支払われた賞与についても保
険料免除の対象となりますが、賞与支払届への記載は
必要です。
　賞与の支払いがない場合でも、賞与支払届総括表の
届出は必要となります。
　被保険者賞与支払届については、磁気媒体（ＦＤ・
ＭＯ）での届出が可能となっており、事業主の皆様の
希望に応じて、被保険者の氏名などを収録した磁気媒
体（ＦＤ）が配付されます。
　配付を希望される場合は、管轄の年金事務所まで申
し出てください。

　被保険者ごとの賞与支払額から1,000円未満の端数
を切り捨てた額です。
　標準賞与額には、健康保険は年度の累計額540万円
（年度は毎年４月１日から翌年３月31日）、厚生年金保
険は１カ月あたり150万円（同じ月に２回以上支給さ
れたときは合算）の上限額があります。

　賞与の保険料額は、対象となる賞与が支払われた被保
険者の標準賞与額に、一般の保険料と同様の保険料率を
乗じて得た額となります（負担割合は、労使で折半と
なります）。
　また、児童手当拠出金については、厚生年金保険の
標準賞与額の総額に拠出金率を乗じて計算します（全
額事業主負担）。

　70歳以上の被用者に該当する方は、健康保険に係る
賞与支払届のほか「厚生年金保険70歳以上被用者　算
定基礎・月額変更・賞与支払届」を併せて提出してく
ださい。
　なお、健康保険が健康保険組合等の加入により、健
康保険に係る賞与支払届の提出が不要であっても、「厚
生年金保険70歳以上被用者　算定基礎・月額変更・賞
与支払届」の提出は必要となります。

「健康保険・厚生年金保険
被保険者賞与支払届」の
提出をお願いします

対象となる賞与

賞与支払届の提出

標準賞与額とは

70歳以上の被用者について

賞与の保険料額
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国民年金の学生納付特例制度および
若年者納付猶予制度について

　日本国内に住むすべての方は、20歳になったときから国民年金の被保険者となり、保険料の納付
が義務づけられています。しかし、本人の所得が一定額以下の学生については、申請して承認され
れば在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。
　学生以外の若年者については、保険料免除制度が利用できますが、保険料免除制度の所得審査は、
申請者本人のほか、配偶者、世帯主の所得も審査の対象となるため、一定額以上の所得がある親（世
帯主）と同居している若年者は、保険料免除が承認されません。他の年齢層に比べて所得が少ない
30歳未満の若年層の方が、保険料免除制度を利用することができず、将来、年金を受け取ることが
できなくなることを防止するため、本人および配偶者の前年所得が一定額以下の場合には、申請し
て承認されれば保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」が設けられています。
　平成23年度の承認期間は、学生納付特例については平成23年４月から平成24年３月まで、若年者
納付猶予については平成23年７月から平成24年６月までとなります。

　学生納付特例制度および若年者納付猶予制度の承認

を受けている期間は、障害や死亡といった不慮の事故

には障害基礎年金または遺族基礎年金（子がある妻およ

び子）が支給されますので、万が一のときにも安心です。

　学生納付特例制度および若年者納付猶予制度の承認

を受けた期間は、将来、老齢基礎年金を受けるための

受給資格期間には算入されますが、年金額には反映さ

れません。

　このため、10年以内であれば保険料をさかのぼって

納めること（追納）ができるしくみとなっています（承

認を受けた年度の翌年度から起算して、３年度目以降

に保険料を追納する場合には、納付を猶予された当時

の保険料に一定の加算額がプラスされます）。

　「国民年金保険料学生納付特例申請書」または「国民

年金保険料免除・納付猶予申請書」を、住所地の市（区）

役所・町村役場の国民年金担当窓口へご提出ください。

障害基礎年金・遺族基礎年金との関係

老齢基礎年金との関係

手続き
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平成24年度保険料率の見込みについて

お問い合わせ先

受付時間　午前８時30分から午後５時15分まで（土・日・祝日・年末年始を除く）
〒５４１－８５４９　大阪市中央区平野町２－３－７　アーバンエース北浜ビル

全国健康保険協会（協会けんぽ）大阪支部　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

電話　０６－６２０１－７０７0（自動音声案内）　おかけ間違いにご注意ください

❶増大する医療費と低迷する賃金

❷高齢者医療への拠出金が協会けんぽの財政に重い負担

❸ 24年度の保険料負担についての検討
⑴保険料収入が下がるなか、収入を増やすために
　▶協会けんぽへの国庫補助増額を国に求めています！

現在16.4％の補助割合を20％まで引き上げるよう求めています。
※ぜい弱な財政を補うため、協会けんぽは健康保険法の本則では16.4～20％の範囲内で国庫補助が受けられる
こととなっています。

⑵医療費が伸び続けるなか、支出を減らすために
　▶高齢者医療制度の見直しを国に求めています！

高齢者医療への拠出金等の負担を軽減するよう求めています。

⑶皆さまの保険料を適切に利用するために
　▶協会としても医療費適正化・経費削減に努めています！
　▶診療報酬の引き上げに反対せざるを得ません！

診療報酬±１％の改定で保険料率に与える影響は±0.09％程度と見込んでいます。

　協会けんぽの財政状況は、増大する医療費と低迷する賃金により厳しさを増しており、高齢者医療への拠出金が増
加する現行制度のままでは加入者・事業主の皆さまに「３年連続の保険料率の引き上げ」、「10％を超える保険料率」
をお願いせざるを得ない状況です。こうした事態を避けるため、協会けんぽではさまざまな働きかけを行っております。

※23年度の全国平均保険料率は9.50％ → 24年度の全国平均保険料率は10.04％の見込みです。

　高齢化などによる医療費支出の伸びが、保
険料収入の基礎である賃金の伸びを上回って
おり、その差は拡大しています。また、昨今
の不況の影響により、中小企業等で働く方々
の賃金の下落が止まらず保険料収入が落ち込
んでいます。

　協会けんぽの支出の４割は高齢者医療制度
などへの拠出金等です。11月試算では対23
年度比で、さらに3,254億円増加する（増加
率10.9％）見込みで、保険料率引き上げの
最大の要因となっています。

0.85

0.95

1.05

1.15

1.25

24年度232221201918171615

【医療費と報酬（賃金）の伸び（対平成15年度の指数）】（11月試算）

【平成24年度協会けんぽ（医療分）の支出推計】
支出合計8.3兆円（23年11月試算）

1人当たりの医療費
（保険給付費）

1.22

0.96
1.00

1人当たりの報酬
（賃金）

注1. 数値は平成15年度を１とした場合の指数で表示したもの
　2. 平成15～22年度までは単年度収支決算、平成23、24年度は11月試算時点における見込み
　3. 平成24年度の「被保険者1人当たり保険給付費」は高齢受給者に係る自己負担引き上げ

凍結を継続した場合の数値

医療給付費
4.3兆円
（52.0％）

現金給付費0.5兆円（6.4％）その他の支出
0.2兆円（2.0％）

高齢者医療
への拠出金等

（介護を除く）
3.3兆円

（39.6％）
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被保険者

被扶養者

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

お問い合わせ先

受付時間　午前８時30分から午後５時15分まで（土・日・祝日・年末年始を除く）
〒５４１－８５４９　大阪市中央区平野町２－３－７　アーバンエース北浜ビル

全国健康保険協会（協会けんぽ）大阪支部　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

電話　０６－６２０１－７０７0（自動音声案内）　おかけ間違いにご注意ください

埋葬料・埋葬費のご案内

　被保険者が資格喪失後になくなり、次のいずれかに該当する場合は、
埋葬料または埋葬費が支給されます（※資格喪失後に新たに加入した
健康保険から埋葬料と同様の給付を希望しない場合のみ）。

①被保険者だった方が資格喪失後３カ月以内に亡くなったとき

②被保険者だった方が資格喪失後の傷病手当金または出産手当金の継続
給付を受けている間に亡くなったとき

③被保険者だった方が②の継続給付を受けなくなってから３カ月以内に
亡くなったとき

　なお、被保険者の資格喪失後に被扶養者だった家族が亡くなっても、
家族埋葬料は支給されません。

　被保険者が業務外および通勤途上以外の事由により亡くなった場合、亡くなった被保険者により生計を維持さ
れていた方に「埋葬料」として５万円が支給されます。
　埋葬料を受けられる方がいない場合は、実際に埋葬を行った方に、埋葬料（５万円）の範囲内で実際に埋葬に
要した費用に相当する「埋葬費」が支給されます。※

　また、被扶養者が亡くなったときは、被保険者に「家族埋葬料」として５万円が支給されます。

※「実際に埋葬に要した費用」とは、霊柩車代、霊柩運搬代、霊前供物代、火葬料、僧侶の謝礼等の実費額です。ただし、
飲食代や接待費用は除きます。

手続き方法

資格喪失後の埋葬料（費）

　埋葬料（費）支給申請書に必要事項をご記入いただき、協会けんぽにご提出ください。添付書類に

ついては亡くなられた方や請求される方によって異なりますので、以下のとおりご案内いたします。

亡くなられたのは
どなたですか？

申請者は亡くなられた方の被
扶養者ですか？

埋葬料の申請となります。
添付書類①

埋葬料の申請となります。
添付書類①および②

埋葬費の申請となります。
添付書類①および③

申請者は被保険者と生計維持
の関係がありましたか？※

申請者は実際に埋葬を行った
方ですか？

家族埋葬料の申請となります。
添付書類①

埋葬料（費）の申請はできま
せん。

※生計維持とは
生計費の一部
のみでも可

添付書類① 添付書類② 添付書類③

下記のうちいずれか一つ
・事業主の証明（申請書に記入）
　※死亡日の記載必要
・埋葬許可証の写し
・死亡診断書の写し
・死亡日が確認できる住民票

被保険者と同居：死亡者および申請者の住民票
（死亡時点で同居であったことが確認できる住民票）
被保険者と別居：下記の２点
・死亡者および申請者の住民票
・生計維持が確認できる書類
（仕送りが確認できる通帳の写し等）

下記の２点
・埋葬費用の領収書の原本
（宛名がフルネームで記載され
たもの）
・領収書の内訳が記載された
　書類の写し（明細書等）

資格喪失
↓

①

②

③
傷病手当金または
出産手当金支給

傷病手当金または
出産手当金支給

３カ月

３カ月

この間のいずれかで死亡した場合

埋葬料（費）を支給
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　日本年金機構では、年金事業の推進・発展のため尽力された次の年金委員の方々に、
その功績を讃え、理事長表彰およびブロック本部長表彰を行いました。
　今年度は、理事長表彰３名、ブロック本部長表彰22名の方が受賞されました。
　今後もさらなる活躍をご祈念申し上げます。

年金委員表彰が行われました

わからないことや疑問な点があれば
「 ね ん き ん ダ イ ヤ ル 」 へ ！

０５７０－０５－１１６５
※一部のＩＰ電話およびＰＨＳからは「03－6700－1165」にお電話ください。
※大変申し訳ありませんが、通話料金（一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず市内通話料金）はご負担い
ただきますようお願い申し上げます。
　なお、携帯電話からおかけいただいた場合の通話料金は、全額お客さまのご負担となります。
※「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番（03）をつけずに間違い電話になっているケースが発生して
いますので、おかけ間違いにご注意願います。

（受付時間）
月～金曜日：午前８時30分～午後５時15分まで
ただし、月曜日（休日明けの初日）は、午後７時まで受付時間を延長

第２土曜日：午前９時30分～午後４時まで
11月の第２・４土曜日と翌日日曜日：午前９時30分～午後４時まで
なお、祝日・12月29日～1月3日はご利用いただけません。

●くわしくは、日本年金機構ホームページhttp://www.nenkin.go.jp をご覧ください

「ねんきん定期便」および
「厚生年金加入記録のお知らせ」

に関する疑問な点があれば
『ねんきん定期便専用ダイヤル』へ！

０５７０－０５８－５５５
※一部のＩＰ電話およびＰＨＳからは
　「03－6700－1144」にお電話ください。
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